
令和７年度 横須賀高等学校 不祥事ゼロプログラムの検証等 

 

○ 項目・目標別実施結果 

項  目 目  標 実施結果と目標の達成状況 

法令遵守意識

の向上 

法令等を遵守する意

識の向上を図り、公

務外非行等を防止す

る。 

○職員行動指針の周知徹底を図った。指針に基づき

事故防止に取り組む姿勢を再確認した。（９月） 

〇コンプライアンス意識の醸成に向けて職員啓発資

料等をもとに教職員全員を対象にした職場研修を行

った。（２月） 

○各グループ、教科、学年での話し合いや連絡など

を通して意識の向上を図った。（通年） 

職場のハラス

メントの防止 

他者の人権を尊重

し、良好な職場環境

の維持、確保に努

め、職場のハラスメ

ント行為を防止す

る。 

〇職員啓発資料等を基に、職場でありがちなハラス

メント行為に関する事例について職場研修を行っ

た。(１月) 

〇風通しの良い職場づくりに向けて、協力体制を確

認した。（１月） 

セクハラ・わ

いせつ行為の

防止 

人権に配慮しセクハ

ラ・わいせつ行為を

防止する。 

〇職員啓発資料等を基に教職員全員を対象にした職

場研修を行った。(６月) 

○教職員全員を対象とする研修会（講演会＊ネット

の危険性等）を行い、生徒の人権を意識した適切な

接し方を徹底した。（８月） 

〇職場のハラスメントの防止に向けて注意喚起を行

った。（１月） 

体罰・不適切

な指導の防止 

生徒の人権を尊重し

た態度で指導にあた

り、体罰や不適切指

導の防止を図る。 

〇活動インストラクターと年度当初に面談を行い体

罰防止、個人情報管理、部活動の主旨を確認。(４

月)  
〇職員啓発資料等をもとに教職員全員を対象にした

職場研修を行った。(７月) 

入学者選抜、

成績処理及び

進路関係書類

の作成及び取

扱いにかかる

事故防止 

成績処理、調査書作

成、定期試験、入学

者選抜における事故

防止を図る。 

○試験実施後の答案の管理、採点及び生徒へのフィ

ードバック等の処理期限などを徹底した(６月) 

○進路関係書類の管理・発行にあたり、複数の職員

で確実な点検を徹底した。(通年) 

○新しい入学者選抜におけるシステムの運用・資料

の作成及び管理を、マニュアルを改定し適切に行っ

た。 (１月) 

個人情報等の

管理・情報セ

キュリティ対

策（パスワー

ドの設定、誤

廃棄防止） 

個人情報の流出を未

然に防止する。ま

た、公文書の取り扱

いには充分な配慮・

チェックを行い、事

故の起こらない体制

を維持する。 

○職員啓発資料等をもとに、教職員全員を対象にし

た職場研修を実施した。(５・９月) 

○「個人情報対策重要度分類表」等に従い、個人情

報の適切な管理に努めた。(通年) 

○個人情報持ち出しに関するルールの遵守を徹底し

た。（５月及び随時） 



会計事務等の

適正執行 

私費を適正かつ公正に 

執行することにより、 

事故を未然に防止す

る。備品の現物照合を

確実 

に行う。 

○「私費会計事務処理の手引」に基づき、私費の適

正な処理のポイントを職員会議で確認し、徹底を図

った。（５月） 

○財務事務調査での指摘事項を基に、教職員全員に

適切な会計処理を求める職場研修を行った。(10月) 

○部活動費も各部ごとの通帳管理を徹底し、適正な

処理に努めた。(通年) 

交 通 事 故 防

止、酒酔い・

酒気帯び運転

防止、交通法

規の遵守 

交通法規の遵守の徹

底により交通事故を

防止する。 

○職員啓発資料等をもとに、教職員全員を対象にし

た事故・不祥事防止研修を実施した。(11月) 

〇交通事故に関しては軽微なものも速やかに報告す

るよう職員の意識喚起を行った。(11月) 

 

 

○ 令和７年度不祥事ゼロプログラム全体の達成状況と令和８年度に取り組むべき課題 

（学校長意見） 

不祥事ゼロプログラムに基づいて、項目ごとに設定した対策で不祥事防止に取り組んだ。

テーマによって、所掌するグループリーダー等に研修の講師を担当させ、当事者意識を涵養

するとともに、業務改善につながる取組を考えさせる場面を設定した。毎月の職員会議後に

は事故・不祥事防止研修会を実施し、朝の打ち合わせや各会議においても必要なテーマで事

故防止の啓発を迅速に行なった。さらに、新聞記事や関連通知を通じて職員に事例や防止方

法を共有し、日常的に事故・不祥事防止に努めると同時に、業務遂行時に様々な状況を想定

し、事故・不祥事を防ぐための指導を徹底している。 

令和８年度も引き続き、日常的に実践的な取組を推進していく。ヒヤリハット事例に関し

ては、他校の事例を含めて情報共有を行い、必要な改善を実施する。生徒と職員間の世代間

ギャップを考慮し、セクハラやジェンダーに関連する問題発言がないよう日常的なコミュニ

ケーションの中で注意喚起を行う。また、ICT環境整備にともない、情報セキュリティ対策を

徹底する。臨時任用職員、非常勤職員、部活動インストラクターなどに対しても、しっかり

と事故・不祥事防止に向けた啓発を行うための面談などを行っていきたい。 


